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では、ちびっ子たちがよさこいやダン
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れた見物客を楽しませました。【24
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８
月
８
日
、
４
万
人
も
の
観
衆
で
埋
ま
っ
た
阪
神
甲
子
園
球
場
（
西
宮
市
）
で
、
第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
が

開
幕
し
ま
し
た
。
創
部
61
年
目
で
初
出
場
と
な
る
県
代
表
の
伊
万
里
農
林
高
校
の
選
手
た
ち
は
、
夢
の
舞
台
で
堂
々
と
行
進

し
、
選
手
宣
誓
で
は
、
吉
永
圭
太
主
将
が
「
一
生
懸
命
白
球
を
追
い
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
バ
ト
ン
を
未
来
に
向
け

て
力
い
っ
ぱ
い
伝
え
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
。
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
49
校
が
出
場
し
、
15
日
間
に
わ

た
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

伊
万
里
農
林
は
、
大
会
３
日
目
の
12
日
、
初
出
場
な
が
ら
激
戦
区
・
神
奈
川
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
横
浜
隼
人
と
対
戦
。
序

盤
に
４
安
打
を
放
ち
ま
し
た
が
、
得
点
に
つ
な
げ
ら
れ
ず
、
中
盤
で
６
点
を
先
行
さ
れ
、
苦
し
い
展
開
に
。
六
回
に
２
点
を

返
す
も
惜
し
く
も
２
対
６
で
敗
れ
、
甲
子
園
初
勝
利
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス
50
台
で
地
元
か
ら
駆
け
つ
け
、
お
揃そ
ろ

い
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
た
約
３
０
０
０
人
の
大
応
援
団
は
、
ア
ル
プ
ス
席
を
緑
一
色
に
染
め
、
声
を
か
ら
し
な
が
ら
選
手
た
ち

を
応
援
。
試
合
終
了
後
、
甲
子
園
を
全
力
プ
レ
ー
で
駆
け
抜
け
た
選
手
た
ち
へ
の
拍
手
は
鳴
り
や
ま
ず
、
希
望
と
感
動
で
、

５
万
８
０
０
０
人
の
伊
万
里
市
民
を
熱
狂
さ
せ
た
伊
万
里
農
林
野
球
部
の
初
め
て
の
熱
い
夏
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

  〜 未来へつながる    　   確かな足跡 〜

↑粘りのピッチングで奮闘した伊万里農林のエース吉永投手

↑適時打を打つ川原選手と歴史に残るホームインを果たし喜びの岩政選手↑

↑犠牲フライを打つ田中選手と２点目のホームに生還する吉永選手↑ ↑最終回、２死から走者２人を出す粘りを見せる伊農林ナインに大声援

　伊万里農林高校     夢の大舞台

特　

集

　

  

第
91
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

伊
西
地
区
初
の
甲
子
園 

熱
闘
の
夏
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  〜 未来へつながる    　   確かな足跡 〜

伊西地区初！夏の甲子園

←選手宣誓に立候補した 36 人の主将の中からくじ
　を引き当て、開会式で力強い宣誓をする吉永主将

↑夢の甲子園で、堂々とした入場行進をする伊農林ナイン

↑攻守に冴えたプレーの久重路選手と 8 回裏から登板した梅崎投手↑

↑伊万里農林の生徒や父母らが竹の板を鳴らし応援するアルプススタンド

　伊万里農林高校     夢の大舞台

↑伊商と伊高の合同ブラスバンド　　　↑ピンチの時こそ、チーム一丸となって全員野球で戦いました　　  ↑戦う気持ちはいつも一緒だ！
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熱
く
燃
え
た

  

伊
農
林
ナ
イ
ン 

夏
の
軌
跡

　

夢
の
舞
台
・
甲
子
園
の
１
回
戦
で
惜
敗
し
た
伊
万
里
農
林
高
校
。
は
つ
ら
つ
と
し
た
全
員
野
球
は
、

さ
わ
や
か
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
、
甲
子
園
出
場
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
ま
で
の
佐

賀
大
会
の
試
合
概
要
や
、
伊
万
里
・
西
松
浦
地
区
悲
願
の
甲
子
園
初
出
場
に
導
い
た
大
坪
監
督
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
も
と
に
、
甲
子
園
で
の
夏
を
振
り
ま
す
。

伊万里農林高校野球部
　監　　督　大坪　慎一

　責任教師　川原　博茂

 １　ピッチャー　　吉永　圭太（３年）

 ２　キャッチャー　久保田優希（２年）

 ３　ファースト　　清田　悠也（２年）

 ４　セカンド　　　吉富　貴哉（３年）

 ５　サード　　　　松岡　一亨（１年）

 ６　ショート　　　岩政　涼汰（３年）

 ７　レフト　　　　田中　　俊（３年）

 ８　センター　　　久重路祐貴（３年）

 ９　ライト　　　　川原　僚二（３年）

10　ベンチ　　　　梅崎　潤平（１年）

11　ベンチ　　　　緒方　隆太（２年）

12　ベンチ　　　　前田　伸也（３年）

13　ベンチ　　　　光武　空一（３年）

14　ベンチ　　　　前田　拓磨（２年）

15　ベンチ　　　　犬塚　友樹（３年）

16　ベンチ　　　　松永　翔磨（３年）

17　ベンチ　　　　丸田信一郎（１年）

18　ベンチ　　　　横岳　大樹（１年）

 スコアラー　　　　幸松　卓竜（２年）

※背番号、守備位置、名前、学年の順
　に記載

　

佐
賀
大
会
の
準
々
決
勝
は
、
佐
賀
工

業
と
対
戦
。
３
回
二
死
、
二
塁
に
セ
ン

タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
と
犠
打
で
進
ん
だ
清
田

選
手
を
、
３
番
・
久
保
田
選
手
が
ラ
イ

ト
オ
ー
バ
ー
の
二
塁
打
で
ホ
ー
ム
へ
返

し
先
制
。
四
回
、
七
回
も
内
野
安
打
な

ど
を
き
っ
か
け
に
点
数
を
加
え
ま
し

た
。
終
盤
、
吉
永
投
手
は
球
が
高
め
に

浮
き
２
点
を
失
い
ま
し
た
が
、
梅
崎
投

手
が
リ
リ
ー
フ
し
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

　

続
く
準
決
勝
の
相
手
は
、
佐
賀
学
園
。

伊
万
里
農
林
は
相
手
の
す
き
を
突
く
巧

み
な
攻
撃
で
圧
倒
。
吉
永
投
手
は
、
緩

い
変
化
球
を
う
ま
く
使
い
、
打
た
せ
て

取
る
ピ
ッ
チ
ン
グ
で
相
手
打
線
を
６
安

打
に
抑
え
、
完
投
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
ま
で
あ
と
１
勝
と
な
っ
た
決

勝
戦
は
、
強
豪
・
佐
賀
商
業
と
対
決
。

伊
万
里
農
林
は
五
回
、
２
番
・
岩
政
選

手
の
バ
ン
ト
ヒ
ッ
ト
と
３
番
・
久
保
田

選
手
の
ラ
イ
ト
前
ヒ
ッ
ト
、
四
球
で
一

死
満
塁
と
し
て
５
番
・
川
原
選
手
の
セ

ン
タ
ー
前
ヒ
ッ
ト
で
先
制
。

Ｄata Box

　

し
か
し
、
佐
賀
商
業
に
八

回
に
追
い
つ
か
れ
延
長
に
。

十
回
に
は
２
点
を
勝
ち
越
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
裏
、
伊
万
里
農
林
が

驚
異
的
な
粘
り
を
発
揮
し
、
３
番
・
久

保
田
選
手
の
セ
ン
タ
ー
オ
ー
バ
ー
の
二

塁
打
を
足
が
か
り
に
、
吉
富
、
松
岡
、

清
田
選
手
の
下
位
打
線
に
火
が
付
き
、

３
連
打
で
３
点
を
挙
げ
、
奇
跡
の
逆
転

サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
成
し
遂
げ
、
夢
の
甲

子
園
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

伊
農
林 

甲
子
園
ま
で
の
道
の
り 

　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

佐
賀
大
会 

〜

・
７
月
15
日
（
水
）

　

２
回
戦　
　

高
志
館
高
校　

 

７
対
４

・
７
月
18
日
（
土
）

　

３
回
戦　
　

龍
谷
高
校　
　

 

６
対
３

・
７
月
23
日
（
木
）

　

準
々
決
勝　

佐
賀
工
業
高
校 

４
対
２

・
７
月
27
日
（
月
）

　

準
決
勝　
　

佐
賀
学
園
高
校 

４
対
１

・
７
月
28
日
（
火
）

　

決　

勝　
　

佐
賀
商
業
高
校 

４
対
３

 ↑佐賀大会の優勝旗　    　 ↑スタンドの大きな声援に応えるナインたち　　↑市役所で出場の意気込みを話す吉永主将　　 ↑輝かしい優勝の盾

↓サヨナラのホームインをガッツポーズで出迎える伊農林ナイン  ↓佐賀大会での劇的サヨナラＶを全校生徒に報告     ↓感動の大坪監督胴上げ

十
回
、
奇
跡
の
逆
転
サ
ヨ
ナ
ラ
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『
人
生
最
高
の
夏
で
し
た
』

  

大
坪
慎
一
監
督
に
聞
く

　↑８月５日、緊張の組み合わせ抽選会　　　　　　　　↑対戦相手は・・・　　 ↑憧れの甲子園での練習に、ナイン全員気合いが入ります

　

甲
子
園
出
場
が
決
ま
っ
て
か
ら
選
手

た
ち
は
、
慣
れ
な
い
取
材
や
報
告
会
な

ど
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
ち
ょ
っ

と
疲
れ
気
味
で
し
た
が
、
８
月
３
日
に

甲
子
園
入
り
し
て
か
ら
は
、
当
初
静
ま

り
か
え
っ
て
い
た
移
動
の
バ
ス
の
中
で

も
冗
談
が
飛
び
交
う
ほ
ど
、
普
段
ど
お

り
の
様
子
で
し
た
。
ま
た
、
雨
で
の
順

延
で
、
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で

来
た
選
手
た
ち
に
と
っ
て
は
、
特
に
心

配
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　　

甲
子
園
で
の
試
合
は
、
両
校
と
も
に

初
出
場
で
し
た
が
、
我
々
は
あ
く
ま
で

も
『
挑
戦
者
』
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ

● 

大
会
は
惜
し
く
も
初
戦
敗
退

ず
全
力
で
戦
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
精

神
面
に
つ
い
て
は
、
横
浜
隼
人
と
は
互

角
、
い
や
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す
。
相
手
は
、
全
国
最
多
の

１
８
９
校
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
チ
ー

ム
。
や
は
り
、
一
人
ひ
と
り
の
技
術
レ

ベ
ル
の
差
（
球
速
や
キ
レ
、
打
球
の
鋭

さ
な
ど
）
が
随
所
に
出
て
し
ま
い
ま
し

た
ね
。

　

今
後
も
、
技
術
的
な
指
導
と
と
も
に
、

選
手
一
人
ひ
と
り
の
メ
ン
タ
ル
面
を
強

化
し
、
人
間
性
を
磨
い
て
甲
子
園
が
迎

え
に
来
て
く
れ
る
よ
う
な
チ
ー
ム
作
り

を
や
っ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

ズ
バ
リ
言
う
と
、
ま
た
必
ず
戻
っ
て

き
た
い
場
所
で
す
。
４
万
５
０
０
０
人

の
大
観
衆
の
中
、高
校
野
球
の
『
聖
地
』、

日
本
一
の
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
言
わ
れ

● 
甲
子
園
と
は

る
甲
子
園
で
野
球
が
で
き
る
な
ん
て
人

生
最
高
の
夏
で
し
た
。
１
学
年
３
ク
ラ

ス
の
小
さ
な
県
立
高
校
で
も
私
学
と
互

角
に
戦
え
る
こ
と
を
、
選
手
た
ち
は
証

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　　

日
々
の
練
習
で
攻
守
の
技
術
力
ア
ッ

プ
に
努
力
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
野
球
を
通
し
て
、
あ
き
ら
め
な
い

気
持
ち
や
仲
間
を
助
け
合
う
気
持
ち
、

感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と

が
、
甲
子
園
へ
の
一
番
の
近
道
で
す
。

　

ア
ル
プ
ス
席
の
大
応
援
団
か
ら
の
温

か
い
声
援
や
カ
チ
カ
チ
と
響
く
竹
の
応

援
、
鳴
り
響
く
伊
万
里
高
校
・
伊
万
里

商
業
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
音
色
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
立
つ
私
た
ち
に
と
っ
て
大

き
な
心
の
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
受
け
た
声
援
は
、
今
後
、

更
な
る
伊
万
里
農
林
野
球
部
の
活
躍
で

お
返
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

● 

市
民
の
皆
さ
ん
に
ひ
と
言

● 

甲
子
園
を
め
ざ
す
児
童
・
生
徒
へ

　↓試合に敗れ、グラウンドの土を集める選手　↓甲子園球場での公式練習後に、みんなで記念撮影　　　　　　　　  　　　↓中野トレーナーが体をケア

　↑８月７日の開会式リハーサル

　↑雨で順延し、夜は宿舎で対戦校の戦力分析

　↑豊中ローズ球場（大阪府豊中市）での練習

　↑試合終了後、塚部市長が宿舎を訪問

伊
西
地
区
初
の
『
夏
の
甲
子
園
』
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　伊万里湾は、日本でも有数のカブトガニ

の繁殖地です。木須町などに面する多々良

海岸は、目の前でカブトガニの産卵を見る

ことができる全国でも数少ない場所です。

　かつてカブトガニは、瀬戸内海のほぼ全

域と九州北岸一帯に生息していました。し

かし、高度成長期以降の埋め立てや海水汚

染などの影響によって全国的にその数が減

り、絶滅の危機に瀕しています。

　伊万里市でも、正確な生息数は分かって

いませんが、明らかに減少傾向が続いてい

たことから、多くの人たちがさまざまな保

護活動に取り組みました。その結果、現在

確認されているつがい数は、毎年のべ 150

〜 200 前後で横ばいを続けています。

　今回の特集では、保護活動の経緯やその

内容などを振り返り、カブトガニを後世に

残すために何が必要かを考えます。

カブトガニに必要な環境

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生
態

カブトガニの生きる
　　美しいまち・伊万里

 

か
け
が
い
の
な
い
生
物
カ
ブ
ト
ガ
ニ

　　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
２
億
年
以
上

も
前
か
ら
そ
の
形
態
が
ほ
ぼ
変
化

し
て
い
ま
せ
ん
。
カ
ニ
と
い
う
名

前
が
付
い
て
い
ま
す
が
、
エ
ラ
の

構
造
な
ど
か
ら
カ
ニ
類
よ
り
も
ク

モ
や
サ
ソ
リ
に
近
い
生
物
で
す
。

　

成
体
の
体
長
は
、
雄
で
約
50
㌢
、

雌
は
そ
れ
よ
り
一
回
り
大
き
く
約

60
㌢
で
す
。
全
体
が
堅
い
甲
羅
で

覆
わ
れ
、
フ
ラ
イ
パ
ン
を
伏
せ
た

よ
う
な
体
型
を
し
て
い
て
、
伊
万

里
で
は
昔
か
ら
『
ハ
チ
ガ
メ
』
と

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
一
生
に
つ
い
て

は
、
謎
に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
砂

中
に
産
み
つ
け
ら
れ
た
卵
は
約
50

日
で
孵ふ

か化
し
ま
す
。
幼
生
は
、
長

い
年
月
を
か
け
て
10
回
以
上
の
脱

皮
を
繰
り
返
し
、
成
体
に
な
り
ま

す
。
そ
の
寿
命
に
つ
い
て
は
、
ま

だ
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

雄
に
は
、
前
体
部
の
縁
が
湾
曲

し
て
い
る
ほ
か
、
第
１
・
２
歩
脚
の

先
端
に
鉤か

ぎ

状
の
爪
を
持
つ
な
ど
、

雌
に
は
な
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
雄
が
雌
の
後
ろ
に
く
っ

つ
く
『
つ
が
い
』
の
状
態
に
な
り

や
す
い
た
め
で
す
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
に
と
っ
て
、
つ
が

い
に
な
る
こ
と
は
生
態
的
に
重
要

な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
干
潟
で
の
歩
行
や
遊
泳
の
速

度
は
非
常
に
遅
く
、
広
い
海
の
中

で
つ
が
い
に
な
る
こ
と
が
容
易
で

は
な
い
た
め
、
一
度
見
つ
け
た
相

手
を
し
っ
か
り
と
離
さ
な
い
手
段

を
身
に
つ
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
個
体
数
が
少
な
く
な
っ
て
も

確
実
に
子
孫
を
残
す
た
め
の
方
法

で
あ
り
、
大
昔
か
ら
形
態
を
変
え

ず
に
種
が
続
い
て
き
た
一
つ
の
要

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
、
無
理
に
離
さ

な
い
限
り
、
つ
が
い
の
状
態
を
維

持
す
る
こ
と
か
ら
、
大
変
仲
の
良

い
夫
婦
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。

●産卵場所となる目の粗い
　砂地
●幼生が成長するための栄
　養に富む干潟
●健康で正常な卵を産むた
　めのきれいな海水

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
仲
の
良
い
夫
婦

特 
集

ー 

印
象
的
な
姿
は
ジ
ュ
ラ
紀
の
ま
ま 

ー

〜  地域で守る保護活動を考える  〜
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昭和 24 年

伊万里高校生物部がカブトガニを研究テーマに取

り上げる（１年間のみ）

昭和 37 年

再び研究テーマに取り上げ、以降は継続して研究

昭和 45 年

関口晃一東京大学教授（現筑波大学名誉教授、『日

本カブトガニを守る会』名誉会長）が、伊万里湾

は岡山県の笠岡湾に次ぐカブトガニの生息地であ

ると学会で報告、カブトガニ保護活動の機運が高

まる

昭和 53 年８月

『日本カブトガニを守る会』が発足

昭和 54 年 11 月

『伊万里市カブトガニを守る会』が発足

この年より多々良海岸周辺の清掃活動が始まる

昭和 60 年以降

毎年『産卵を観る会』を実施

昭和 61 年８月

多々良海岸の一帯 296,250 平方㍍を伊万里市天

然記念物『カブトガニ繁殖地』に指定

昭和 62 年

『日本カブトガニを守る会』総会を伊万里市で開催

（以降、平成 3 年、15 年にも伊万里市で開催）

平成元年

『日本カブトガニを守る会』設立 10 周年記念大会

を伊万里市で開催（平成 10 年にも 20 周年大会

を伊万里市で開催）

平成６年

クリーン伊万里市民協議会（加盟団体数 12、会

員約６千人）が発足

国土交通省が、伊万里湾のマスコットにカブトガ

ニをモデルにした『ハチ丸くん』を採用

平成 15 年 12 月

伊万里駅前広場にカブトガニのモニュメントが建立

平成 16 年９月

カブトガニ保護増殖事業として、伊万里高校・牧

島小学校などで幼生飼育を実施

平成 17 年７月

飼育した幼生を放流

平成 18 年３月

『牧島のカブトガニとホタルを育てる会』が発足

平成 18 年８月

市役所１階ロビーに展示水槽を設置し、カブトガ

ニのつがいを展示

平成 21 年７月

『伊万里湾カブトガニの館』が開館

カブトガニの研究や保護などに関する主な経緯

　　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る
た
め
、
市

で
は
昭
和
61
年
に
多
々
良
海
岸
の

一
帯
を
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ

繁
殖
地
』
と
し
て
市
天

然
記
念
物
に
指
定
し
て

い
ま
す
。

　

伊
万
里
高
等
学
校
生

物
部
で
は
、
昭
和
37
年

か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
永

遠
の
研
究
テ
ー
マ
と
し

て
、
産
卵
調
査
や
幼
生

生
息
調
査
な
ど
野
外
の
カ
ブ
ト
ガ

ニ
の
生
態
に
つ
い
て
、
調
査
や
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
53
年
に
『
日
本
カ
ブ
ト
ガ

ニ
を
守
る
会
』
が
結
成
さ
れ
た
こ

と
を
受
け
、
昭
和
54
年
に
は
市
民

に
よ
る
保
護
団
体
と

し
て
『
伊
万
里
市
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
守
る

会
』
が
発
足
。
さ
ら

に
、
平
成
18
年
に
は
、

地
域
住
民
を
中
心
と

す
る
『
牧
島
の
カ
ブ

ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を

育
て
る
会
』
が
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

２
団
体
は
、
産
卵
期
前
に
な
る
と
、

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
伊
万

里
高
校
、
牧
島
小
学
校
の
児
童
・

 
４
者
の
協
働
に
よ
る
保
護
活
動

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
は
『
生
き
て
い

る
化
石
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

２
億
年
前
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
形
が

変
化
し
て
い
な
い
ん
で
す
。
そ
の

未
知
な
る
部
分
が
学
術
的
に
も
興

味
深
い
研
究
対

象
で
す
。

　

ま
た
、
き
れ

い
な
場
所
に
し

か
生
息
で
き
な

い
た
め
、『
環

境
の
バ
ロ
メ
ー

タ
』
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
以
前
、
カ
ブ
ト
ガ

ニ
は
漁
業
の
網
を
破
る
な
ど
迷
惑

な
存
在
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

ほ
ど
多
数
生
息
し
て
い
ま
し
た
。

西
日
本
各
地
で
帯
状
に
分
布
し
て

い
た
生
息
地
は
、
高
度
成
長
期
以

降
、
埋
め
立
て
や
開
発
な
ど
の
影

響
で
激
減
し
て
お
り
、
残
念
な
が

ら
点
状
の
分
布
へ
と
推
移
し
て
い

ま
す
。
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
学

校
や
市
民
団
体
、
地
域
、
そ
し
て

行
政
が
協
力
し
て
カ

ブ
ト
ガ
ニ
を
保
護
し

て
き
ま
し
た
。
個
体

数
の
微
増
な
ど
、
そ

の
成
果
が
少
し
ず
つ

現
れ
て
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
生

き
る
た
め
に
は
、
砂
地
や
干
潟
も

重
要
な
要
素
で
す
。
湾
内
の
水
質

だ
け
で
な
く
、
山
や
川
な
ど
、
市

全
体
を
視
野
に
入
れ
た
環
境
保
全

に
つ
い
て
今
後
、
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

↑産卵地の清掃を行う市民の皆さん

カブトガニの生きる美しいまち・伊万里
特 

集

ハ
チ
丸
く
ん

大
き
な
視
点
で
の

　

環
境
保
護
が
大
切
で
す

日本カブトガニ
を守る会委員

酒
さ け み

見 良
りょうじ

司さん

生
徒
と
と
も
に
、
産
卵
地
の
清
掃

活
動
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
伊
万
里
市
で
は
、

市
民
、
地
域
、
学
校
、
行
政
の
４

者
が
一
体
と
な
っ
て
カ
ブ
ト
ガ
ニ

の
保
護
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
全

国
で
も
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。

市 民

行 政

地 域

学 校

ー 

伊
万
里
市
独
自
の
取
り
組
み 

ー
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↑開館式でテープカットを行う塚部
　市長（中央）ら関係者の皆さん

　　

７
月
25
日
、『
伊
万
里
湾
カ
ブ
ト

ガ
ニ
の
館

や
か
た
』
が
多
々
良
海
岸
そ
ば

に
開
館
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、『
牧

島
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
と
ホ
タ
ル
を
育

て
る
会
』
が
開
設
し
た
も
の
で
、

整
備
か
ら
運
営
ま
で
地
域
が
主
体

と
な
っ
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
展
示
館

は
、
全
国
で
も
初
め
て
で
す
。

　

こ
の
日
は
開
館
を
祝
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

前
夜
の
豪
雨
の
影
響
で
、
産
卵
を

観
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
伊
万
里
高
校
生
物
部
に
よ
る

生
態
の
説
明
会
や
幼
生
の
放
流

会
な
ど
が
あ
り
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を

身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
夕
方
に
開
催
さ
れ
た

『
竹
灯と

う
ろ
う篭

ま
つ
り
』
で
は
、
大
声
大

会
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

牧島のカブトガニとホタルを育てる会会長  石丸 滿
み つ ま

馬さん

私たちのシンボル『カブトガニの館』

 
『
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
館
』
が
オ
ー
プ
ン

無料で入館できるよ

　

伊
万
里
高
校
生
物
部
の
部
員
は

現
在
12
人
。
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
の

生
態
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
カ
ブ
ト
ガ
ニ
に

つ
い
て
は
、
昔
か
ら
先
輩
方
が
研

究
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
伝

統
の
重
み
を
感
じ
て
い
ま
す
。
水

槽
の
塩
分
濃
度
の
調
整
や
エ
サ
や

り
な
ど
、
時
間
の
か
か
る
地
道
な

伊万里高校
生物部部員（２年）

樋口 敬
たかあき

晃さん

先
輩
か
ら
の
バ
ト
ン
を

受
け
継
ぎ
ま
す

↑産卵を観る会で生態などを
　解説する伊万里高校生物部

作
業
ば
か
り
で
大
変
で
す
が
、
今

後
も
先
輩
た
ち
が
築
い
て
き
た
も

の
を
受
け
継
い
で
頑
張
り
ま
す
。

　

館
の
完
成
は
、
地
域
や
市
全
体

が
取
り
組
ん
だ
結
果
だ
と
実
感
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
他
県
な
ど
遠
方

か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
見
に
来
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　日本有数のカブトガニの産卵地であるこの地に『カブト

ガニの館』が開館しました。ご支援いただいたすべての方

に厚くお礼を申し上げます。

　牧島地区は、美しい自然に囲まれた緑豊かな素晴らしい

ところです。春は菜 の花、夏はホタル

が私たちの目を楽し ませます。特に今

の時期は、カブトガ ニがはるばる夫婦

で来てくれます。カ ブトガニは環境の

良いところにしか現 れませんので、私

は牧島を誇りに思っ ており、今の姿を

後世に残していきたいと考えています。

　完成した『カブトガニの館』は私たちのシンボルです。

これを機会に、自然環境と生物生存の関わりや命の大切さ

など、地域の内外の方々にアピールしていく必要があると

思っています。地域が一丸となって効果ある運営を行って

いくことが、私たちの使命であり責任であると実感してい

ます。

利用案内

ー 

全
国
初 

地
域
主
体
の
展
示
館 

ー

未来のみんなへつなごう
伊万里の美しい自然とカブトガニの保護活動

『伊万里湾カブトガニの館』の概要

　木造平屋（床面積約 50 平方㍍）で、
展示室の水槽には生きたカブトガニの
幼生４匹と成体２匹を展示。
　また、標本や生態を紹介するパネル
展示のほか、大型モニターの映像解説
により楽しく学ぶことができます。
　さらに、卵や幼生を育てる飼育室が
あり、カブトガニを増やす拠点として
も期待されています。

↑６匹の生体を展
示した水槽（右）、
展示室では幼生脱
皮殻標本などを紹
介（左上）、カブ
トガニの館の全景

（左下）

　　　　　　　　　●開館時間　
　　　　　　　　　　平　日　　午前 10 時〜午後４時
　　　　　　　　　　土日祝日　午前 ９ 時〜午後５時
●休館日　毎週月曜日（祝日の場合は翌日休）、年末年始
●問合先　牧島のカブトガニとホタルを育てる会事務  
　　　　　 局・牧島公民館内（☎㉒５７８３）
※７〜８月は休みなしで、午前９時から午後５時まで開館
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　カブトガニは『生きている化

石』と呼ばれ、どことなくユー

モラスな感じを受ける独特な姿

をしています。木須町の多々良

海岸は、この貴重な生き物が、自

然の状態で産卵する様子を観察

できる、国内でも特別な地域です。

目の前での産卵の様子は大変感動

的であり、また興味深いものです。

　現代に生きる私たちは、この産

卵の様子を変えることなく、次の世代に伝えなけれ

ばなりません。しかし保護団体や地域住民、行政だ

けで守ることには限界があります。ぜひ市民の皆さ

ん一人ひとりが、カブトガニに関心を持ち、この貴

重な生物を守っていこう思う気持ちを持っていただ

きたいと思います。

　そのためにも、ぜひ『多々良海岸』とその隣接地

にある『カブトガニの館』に来場され、カブトガニ

の貴重性と不思議な生態、ユーモラスな姿を見てい

ただき、保護活動に理解と協力をお願いいたします。

　

開
館
式
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
参

加
し
ま
し
た
。
大
好
き
な
カ
ブ
ト

ガ
ニ
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る

せ
っ
か
く
の
機
会
な
の
で
、
思
い

き
っ
て
立
候
補
し
ま
し
た
。

　

牧
島
小
学
校
で
は
、
み
ん
な
で

協
力
し
て
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
幼
生
を

育
て
て
い
ま
す
。
エ
サ
を
や
っ
た

牧島小学校６年

松尾  匠
たくみ

さん

これからも地道な努力が必要です

も
っ
と
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が

増
え
た
ら
い
い
な

関心を持つことが第一歩

 

そ
し
て
子
ど
も
た
ち
の
世
代
へ

↑開館式でカブトガニの唄を
　披露する牧島小学校の児童

　

２
億
年
も
前
か
ら
現
在
ま
で
、

ほ
と
ん
ど
形
を
変
え
ず
に
生
き
続

け
て
き
た
カ
ブ
ト
ガ
ニ
を
、
私
た

ち
の
世
代
で
絶
滅
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
後
世
に
残
し
て

い
く
た
め
に
は
、
継
続
的
な
保
護

活
動
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
の
活

動
な
ど
を
未
来
へ
継
承
す
る
後
継

者
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
の
こ

ろ
か
ら
カ
ブ
ト
ガ
ニ
愛
護
の
気
持

ち
を
持
た
せ
る
よ
う
な
幼
生
の
飼

育
放
流
事
業
の
拡
大
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
重
点
を
置
い
た
学
習
や

啓
発
機
会
の
充
実
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
万
里
湾
全
体
の
カ
ブ

ト
ガ
ニ
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、

主
な
産
卵
地
の
多
々
良
海
岸
だ
け

で
な
く
、
湾
内
の
水
質
や
干
潟
な

ど
周
辺
環
境
を
含
め
た
一
体
的
な

環
境
保
全
が
重
要
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
、
自
然
環
境
を
大
切
に
す
る

よ
う
心
が
け
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の
生

き
る
美
し
い
伊
万
里
を
、
子
ど
も
た

ち
へ
引
き
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

カブトガニの生きる美しいまち・伊万里
特 

集

伊万里市カブトガニを守る会会長  竹内 和
かずのり

教さん

り
水
槽
を
掃
除
し
た
り
、
当
番
を

決
め
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

育
て
た
幼
生
の
半
分
を
毎
年
海
に

放
流
し
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
会
の
行
事
な
ど
で
海

岸
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

も
っ
と
海
岸
が
き
れ
い
に
な
っ

て
、
カ
ブ
ト
ガ
ニ
が
た
く
さ
ん
増

え
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　『伊万里市カブトガニを守る会』は、激減するカブトガ

ニの保護活動に取り組むため、設立されました。これま

で、産卵地の清掃や幼生の放流など、伊万里高校の生徒

など多くの方と一緒に協力してやってきました。最近は、

清掃活動に参加 する市民の方の人数も

増え、活動の輪 が広がってきており、

海岸も以前より きれいになってきたよ

うです。その影 響か、カブトガニのつ

がいも微増して いるように感じ嬉しく

思っています。

　『カブトガニの館』の開館は、地元の方の努力が実を結

んだ成果だと思います。これまでは、産卵を観る会など、

年に１度しか訪れなかった人も、『カブトガニの館』がで

きたことによって、いつでも好きなときに来てもらえる

のではないかと大いに期待しています。

　今後もカブトガニを保護していくためには、清掃活動

などの地道な努力しかないと思っています。

↑
飼
育
し
た
幼
生
を

　

海
に
放
流
す
る
子

　

ど
も
た
ち

市生涯学習課
文化財係長

船井 向
こうよう

洋

ー 

思
い
は
き
っ
と
継
承
で
き
る 

ー

未来のみんなへつなごう
伊万里の美しい自然とカブトガニの保護活動
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■平成 20 年度の取り組みの結果
　平成 20 年度 CO ２排出量としては、目標より更に
0.98％削減し、目標を達成しました。
　しかしながら項目別に見ると、電気や公用車燃料は目
標達成には至らず、今後の課題となりました。
　また、計画を策定した 18 年度以降の CO ２排出量は、
19 年度に増加しましたが、20 年度には減少できていて、
その後は減少傾向で推移しています。
　一方、水道使用量やごみの排出量については、目標を
達成しましたが、用紙購入量については、事務量の増大
や国・県などからの情報提供量の増により、増加傾向に
あり、今後事務の見直しをする必要があります。

項　目 基 準 値
（平成16 年度） 目 標 値 平成20 年度

実　績
削 減 目 標 

対 比 構成比 目標
達成

電　気 4,729,410kg

２％減

4,634,822kg 4,730,146kg 2.06％ 87.0％

燃

料

ガ　ス 270,559kg 265,148kg 230,497kg △ 13.07％ 4.2％ ○

灯　油 120,431kg 118,022kg 93,567kg △ 20.72％ 1.7％ ○

Ａ重油 293,353kg 287,486kg 196,204kg △ 31.75％ 3.6％ ○

公用車燃料 190,642kg 186,829kg 188,167kg 0.72％ 3.5％

二酸化炭素排出量　計 5,604,395kg 5,492,307kg 5,438,582kg △ 0.98％ 100％ ○

水道使用量 138,687 ㎥ ２％減 135,913m3 110,598m3 △ 18.63％ ○

用紙購入量 8,584,500 枚 ５％減 8,155,275 枚 10,196,900 枚 25.03％

ごみ排出量 94,882kg ２％減 92,985kg 66,463kg △ 28.52％ ○

アスファルト・コンク
リート塊再資源化率 再資源化率 100％ 再資源化率 100％ ○

ストップ ザ 温暖化
　いまりアクションプログラム

平成 20 年度実施状況をお知らせします！

単位：㎏ -Co2

■平成 20 年度取り組み実績

☆問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

　市では、平成 18 年 4 月に策定した地球温暖化防止実行計画『ストップ　ザ　温暖化

いまりアクションプログラム』で、平成 16 年度実績を基準に『ＣＯ２排出量を平成
22 年度までに２％以上削減する』ことを目標として省エネの取り組みを進めて
います。目標達成に向けた平成 20 年度の取り組みの結果などについてお知らせします。

■ CO2 排出量の推移

項　目 基 準 値
（平成16 年度） 目標値 平成18 年度

実　績
平成19 年度

実　績
平成20 年度

実　績
二酸化炭素排出量 5,604.395kg 5,492.307kg 5,508,349kg 5,547,475kg 5,438,083kg

電　気 4,729,410kg 4,634,822kg 4,722,270kg 4,794,565kg 4,730,146kg

■平成 21 年度の取り組み
　平成 21 年度は、太陽光発電を現在改築中の大川公民館

（大川町コミュニティセンター）に導入する予定であり、発
電量は年間 9,506 ｋＷｈ（CO ２排出量 3,470 ｋｇの削減）
を予定しています。

　目標を達成した項目については取り組みの維持、達成で
きていない項目については取り組みの強化を目的に、以下
の行動の徹底を進めていきます。
★ 電気使用量の削減
　 消灯やＯＡ機器の電源オフを徹底します
★ 公用車燃料使用量の削減
　 アイドリングストップやエコドライブ走行に努めます
★ 用紙購入量の削減
　 両面コピーや裏紙コピーを徹底し、無駄な印刷を控えます

● 参考データ
　太陽光発電は、平成 12 年３月に青嶺中学校に
導入しています。年間で発電量 8,623 ｋＷｈ、
CO ２排出量 3,147 ｋｇを削減しています
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国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
国
民

健
康
保
険
税
（
国
保
税
）、
国
庫

支
出
金
、
一
般
会
計
繰
入
金
な
ど

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う

ち
被
保
険
者
に
納
め
て
い
た
だ
く

国
保
税
が
、
国
保
財
政
の
収
入
の

中
で
国
庫
支
出
金
に
次
ぐ
貴
重
な

財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
（
現
年
分
）
は
、
平

成
20
年
度
に
長
寿
医
療
制
度
（
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
）
が
創
設

さ
れ
、
こ
の
対
象
者
が
抜
け
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
19
年
度
と

収
入
を
比
べ
る
と
３
億
１
６
３
万

円
（
18
・
３
%
）
減
少
し
て
お
り

（
表
１
）、
収
納
率
も
2.5
％
減
少
の

歳　入 歳　出

平成 18 年度 58 億 5,683 万円 59 億 2,395 万円

平成 19 年度 63 億 1,883 万円 65 億 5,162 万円

平成 20 年度 59 億 8,047 万円 64 億 4,775 万円

歳　入 歳入に占める割合

平成 18 年度 15 億 3,799 万円 26.3％

平成 19 年度 16 億 4,994 万円 26.1％

平成 20 年度 13 億 4,831 万円 22.5％

国　保
世帯数

市全体に
占める割合 被保険者数 市全体に

占める割合

平成 18 年度 12,053 56.9％ 23,637 人 40.1％

平成 19 年度 11,997 56.1％ 23,061 人 39.4％

平成 20 年度 9,334 43.0％ 16,554 人 28.4％

１人当たり
※医療費は、長寿医

療制度創設により
国保分のみの額

１人当たり国保税

平成 18 年度 263,358 円 64,434 円

平成 19 年度 285,761 円 69,663 円

平成 20 年度 297,276 円 77,500 円

収納率

平成 18 年度 89.8％

平成 19 年度 89.5％

平成 20 年度 87.0％

 表１  国民健康保険事業決算状況

 表 2  国保税の収納率（医療給付現年分）

 表 3 被保険者数と医療費の推移

87
％
（
表
２
）
で
、
依
然
と
し

て
低
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
被
保
険
者
数
は
長
寿
医

療
制
度
創
設
に
よ
り
平
成
19
年

度
か
ら
６
５
０
７
人
減
少
し
ま

し
た
が
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
約
1.2
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。（
表
３
）
平
成
20
年
度
は
、

収
納
率
の
低
下
や
医
療
費
の
増

加
等
に
伴
い
昨
年
度
以
上
の
赤

字
決
算
に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

は
国
保
税
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
被
保
険
者
の
皆
さ
ん

の
納
付
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　国保税（国民健康保険税）を納めること
は国民健康保険に加入している人の義務で
す。国保税を納めない人がいると、納める
人との公平性を欠くばかりか、国保を支え
る財源が不足し、皆さんの医療費を支払え
なくなってしまいます。このようなことか
ら、特別な事情もなく国保税を滞納すると、
次のような措置を受けることになります。

①督　促
　納期限後 20 日以内に督促を受けます

②短期保険証の交付
　有効期間の短い『短期被保険者証』が交

　付されます。その後の更新は、税務課で

　の納税指導を受けたうえで行われます

③資格証明書の交付
　１年以上滞納すると、保険証の返還を受

　け『被保険者資格証明書』が交付されま

　す。この場合、かかった医療費はその全

　額をいったん自己負担することになります

④給付の差し止め・財産の差押え
　１年半以上滞納を続けると、保険給付（高

　額療養費や出産育児一時金など）が差し

　止められます。また、不動産や預貯金な

　ど財産の差押えも受けることになります

　災害や盗難、倒産などやむを得ない事情

により国保税の納付が困難になったとき

は、早めに納付相談を受けてください。状

況に応じて上記の措置が猶予されます。

特別な事情により納付困難な場合

高額療養費の申請を忘れずに！！

国保税 納めないとどうなるの？

　国民健康保険

で高額療養費に

該当する場合は、

申請が必要です。

　後期高齢者の

人は、１度申請

をすれば２回目以降は、申請の必要はあり

ません。

⇩

【
国
保
会
計
】

【
国
保
税
収
入
】

【
被
保
険
者
数
】

【
医
療
費
】

国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
状
況

問 合 先
■ 国保の制度・給付
　長寿社会課医療保
　険係（☎㉓２１５３）
■ 国保税の課税
　税務課市民税係

(☎㉓２１４８）
■ 国保税の納付
　税務課収納対策室

(☎㉓２１５２）

平成20 年度

お
知
ら
せ
し
ま
す

⇩

⇩

※平成 20 年度決算は速報値です
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①振替口座（ゆうちょ銀行を除く）の預
　金通帳および通帳のお届け印
　　ゆうちょ銀行口座を指定の場合は、

事前にゆうちょ銀行窓口で自動払込の

手続きが必要です。自動払込手続き後、

申込書の控を持参してください。

②保険料の納付義務者（被保険者）の人
　の認め印
　※通帳の名義がご本人の場合は不要

③長寿医療制度の保険証
　　なお、口座振替に変更した場合、そ

　の社会保険料控除は、保険料を支払っ

　た人に適用されます。（これにより、世

　帯全体の所得税や住民税が減額となる

　場合があります）

（注意）口座振替の手続きと併せて届出が

必要です。また、すでに口座振替の手続

きがお済みの人は①は不要です

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
、
環
境
へ
の

負
荷
が
少
な
い
『
循
環
型
社
会
』

の
実
現
に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
会
社
や
工
場
、
店
舗
な

ど
の
事
業
所
か
ら
、
事
業
活
動
に

伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物(

ご

み)

に
つ
い
て
、
減
量
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
を
促
進
す
る
た
め
、
事
業

者
に
対
し
て
、
ご
み
減
量
化
計
画

書
提
出
の
義
務
化
を
旨
と
す
る

『
伊
万
里
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び

適
正
処
理
並
び
に
環
境
美
化
に
関

す
る
条
例
』
の
一
部
改
正
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
条
例
の
一
部

改
正(

案)

を
公
表
し
ま
す
の
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
公
表
す
る
こ
の
案
に
つ
い

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
の
ご
意
見

を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、『
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
』
を

実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

「
伊
万
里
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
並
び
に

　
　
　
　
　

環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正
（
案
）

　
　
　
　

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

◆公表する案および資料
　伊万里市廃棄物の減量及び適正処理並び

に環境美化に関する条例」の一部改正(案)

◆意見募集期間
　９月１日（火）〜９月 30 日（水）

◆案の公表先・入手先
①環境課または情報広報課市民サービス係

②各町公民館または市民図書館

③市のホームページ

　http://www.city.imari.saga.lg.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体）を明記

のうえ次のいずれかの方法により提出し

てください。なお、お寄せいただいた意

見については、その概要とそれに対する

市の考え方を市のホームページなどで公表

します

①電子メール　

　kankyou@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501

　伊万里市立花町 1355-1

　伊万里市役所　環境課　あて

③直接提出　案の公表先①または②へ提出

してください。

④ファックス　０９５５㉒７６５０

◆問合先　環境課（　☎㉓２１４５）

パブリックコメント案内

インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 インフォメーション･伊万里 

　

長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医
療
）

制
度
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
年
金

か
ら
の
差
し
引
き
で
は
な
く
口
座

振
替
で
の
支
払
い
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
市
役
所
長
寿
社
会
課
の

窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　

９
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
、
手

続
き
い
た
だ
く
と
、
平
成
21
年
12

月
分
以
降
、
年
金
か
ら
の
支
払
い

と
は
な
ら
ず
、
11
月
か
ら
口
座
振

替
に
よ
る
支
払
い
と
な
り
ま
す
。

（
支
払
う
保
険
料
の
総
額
は
変
わ

り
ま
せ
ん
）

　

な
お
、
年
金
か
ら
の
支
払
い
で

差
し
支
え
な
い
人
は
、
手
続
き
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
こ
れ
ま
で
の
納
付
状
況
な
ど

か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更
が

認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
変
更
後
に
口
座
振

替
不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す

長
寿
医
療
制
度
の
保
険
料
の
支
払
方
法

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま
す

■
問
合
先　

長
寿
社
会
課
医
療
保
険
係
（　

☎
㉓
２
１
５
３
）

手続に持参いただくもの



　

九
月
か
ら
秋
の
季
節
に
入
り

ま
し
た
。ま
だ
残
暑
厳
し
い
日
々

が
し
ば
ら
く
続
き
ま
す
。

　

八
月
は
各
地
で
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
私
も
市
内
各
地
の
夏

祭
り
に
約
30
地
区
か
ら
ご
案
内

を
い
た
だ
き
、
参
加
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
一
晩
に
５
地
区

も
重
な
る
日
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
大
変
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
人
々
の
気
持
ち

を
一
つ
に
す
る
力
が
あ
り
ま
す
。

地
域
の
人
が
、
同
じ
地
区
で
暮

ら
す
縁
を
大
切
に
交
流
を
深
め

ら
れ
、
強
い
絆
で
地
域
の
人
々

が
結
ば
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ
と

い
う
思
い
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
と
い
え
ば
何
と

い
っ
て
も
伊
西
地
区
の
悲
願
で

あ
っ
た
伊
万
里
農
林
高
校
の
甲

子
園
初
出
場
で
し
た
。
甲
子
園

と
い
う
大
舞
台
で
堂
々
の
入
場

行
進
、
吉
永
主
将
の
選
手
宣
誓
、

そ
し
て
ナ
イ
ン
の
さ
わ
や
か
な

全
力
プ
レ
ー
と
感
動
で
武
者
震

い
が
し
ま
し
た
。

　

甲
子
園
へ
行
っ
て
応
援
さ
れ

た
方
や
、
テ
レ
ビ
で
応
援
さ
れ
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私
た
ち
伊
万
里
湾
小
型
船
安
全

協
会
は
、
イ
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
を
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
海
上

か
ら
遊
泳
者
の
監
視
と
周
辺
を
航

行
す
る
船
舶
に
注
意
を
払
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
水
難
が
発
生
し
て

も
素
早
く
対
応
で
き
る
よ
う
に
日

ご
ろ
か
ら
訓
練
を
重
ね
、
特
に
水

上
オ
ー
ト
バ
イ
を
利
用
し
た
救
助

方
法
は
『
青
バ
イ
隊
活
動
』
と
し

て
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
湾
は
、
全
国
で

も
有
数
の
カ
ブ
ト
ガ
ニ
の

生
息
地
と
し
て
有
名
な
ほ

ど
自
然
環
境
に
優
れ
た
場

所
で
す
が
、
最
近
で
は
伊

万
里
の
海
も
ゴ
ミ
が
多
く

環
境
の
悪
化
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

こ
の
美
し
い
海
を
残
す
た

め
に
、
昨
年
か
ら
伊
万
里

土
木
事
務
所
と
の
協
働
事
業
と
し

て
、
伊
万
里
湾
の
海
上
清
掃
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
７
月
25
日
に

行
わ
れ
た
『
シ
ー
バ
ー
ド
活
動
』

に
参
加
し
て
、
海
上
の
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
き
ま
し
た
。

　

午
前
10
時
、
集
合
場
所
の
伊
万

里
マ
リ
ー
ナ
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
人
た
ち
30
人
が
集
ま
り
、
活
動

方
法
の
説
明
の
後
、
配
ら
れ
た
網

を
も
っ
て
出
発
。
参
加
者
は
、
移

動
中
は
初
め
て
乗
る
船
と
伊
万
里

の
景
色
に
喜
ん
で
い
た
も
の
の
、

し
ば
ら
く
す
る
と
海
上
に
驚
く
ほ

ど
の
ゴ
ミ
が
漂
流
し
て
い
る
光
景

が
。
海
岸
か
ら
見
る
美
し
い
海
の

景
色
と
は
全
然
違
い
ま
す
。
浮
遊

す
る
ゴ
ミ
を
網
で
一

生
懸
命
に
拾
い
ま
し

た
。
２
時
間
ほ
ど
の

活
動
で
し
た
が
回
収

し
た
ゴ
ミ
の
量
に
驚

き
ま
し
た
。
拾
っ
た

ゴ
ミ
を
見
て
み
る
と

普
段
私
た
ち
が
使
っ

て
い
る
も
の
で
、
ス

ー
パ
ー
の
袋
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
家

庭
に
あ
る
も
の
ば
か

り
で
し
た
。

　

何
気
な
く
捨
て
た
ゴ
ミ
は
最
終

的
に
は
海
に
溜
ま
り
ま
す
。
一
人

ひ
と
り
が
日
常
か
ら
ち
ょ
っ
と
気

を
つ
け
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
こ
と

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

毎
月
第
２
土
曜
日
に
『
捨
て
れ

ば
ゴ
ミ
、
拾
え
ば
町
が
（
海
が
）

き
れ
い
に
な
る
』
を
合
い
言
葉
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

● 

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
伊
万

　

里
湾
小
型
船
安
全
協
会
』

（
☎
㉗
０
１
１
８
）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
活

動
団
体 

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い

ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
目
を

通
し
た
、
身
近
な
気
に
な
る
ニ
ュ
ー

ス
を
取
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

NPO 法人 伊万里湾小型船
安全協会 事務局長

渕上 司 さん

海
の
安
全
を
守
っ
て
ま
す

シ
ー
バ
ー
ド
活
動

　　

今
回
の
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
は
、

伊
万
里
湾
の
安
全
と
環
境
を
守
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
伊
万
里
湾
小
型
船
安
全
協
会
』で
す
。

リ
ポ
ー
タ
ー
紹
介

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

 

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｎ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
㉓
２
１
１
５
）

↑
シ
ー
バ
ー
ド
活
動
に

　

参
加
し
た
皆
さ
ん

た
方
も
す
ば
ら
し
い
感
動
と
思

い
出
を
選
手
と
と
も
に
共
有
さ

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
甲
子
園
の

高
校
野
球
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
、
今
は
亡
き
母
の
こ
と
を
思

い
出
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
お
盆
に
帰
省
し
た

時
の
こ
と
。
母
が
テ
レ
ビ
の
前

で
な
ん
と
高
校
野
球
を
一
人
で

脇
目
も
ふ
ら
ず
、
釘
付
け
に
な

り
見
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
私
の
少
年
野
球
時
代
に
は

一
度
だ
っ
て
応
援
に
来
た
こ
と

も
な
い
母
が
、
い
つ
か
ら
野
球

に
興
味
を
持
っ
た
の
か
不
思
議

で
し
た
。野
球
の
ル
ー
ル
を
知
っ

て
見
て
い
る
の
か
な
と
も
思
い

ま
し
た
。
実
家
の
兄
に
聞
く
と

毎
日
、
高
校
野
球
を
テ
レ
ビ
の

前
で
応
援
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

私
は
、
母
の
生
前
に
、「
ど
う
し

て
高
校
野
球
を
そ
ん
な
に
見
た

い
の
か
」
と
尋
ね
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
今
に
な
っ
て
後
悔
し

て
い
ま
す
。

　

夏
の
甲
子
園
は
何
と
い
っ
て

も
国
民
的
行
事
で
す
。
伊
万
里

農
林
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、

市
民
に
大
き
な
感
動
を
残
し
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
。

 

夏
祭
り
と
甲
子
園

市
長
雑
感

伊
万
里
市
長 　

塚
部 

芳
和
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私
は
大
連
で
企
業
誘
致
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
研
修
の
一

環
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
企
業
を
見
学

し
ま
し
た
。
先
日
も
、
市
内
の
名
高

い
会
社
を
数
社
見
学
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
社
の
沿
革
や
規
模
、

製
品
の
概
要
、
現
状
と
目
標
な
ど
、

細
部
に
わ
た
り
紹
介
し
て
い
た

だ
き
、
日
本
だ
け
で
な
く
世
界

に
も
通
用
す
る
優
れ
た
技
術
力

に
敬
服
し
ま
し
た
。
一
番
感
動

し
た
の
は
、
日
本
人
の
も
の
作

り
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
で
す
。

こ
れ
が
あ
っ
て
初
め
て
、
日
本

は
『
東
洋
の
奇
跡
』
と
呼
ば
れ

た
著
し
い
高
度
成
長
を
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
あ
と
１
か
月
半
し
か
日

本
に
い
ま
せ
ん
。
勉
強
す
れ
ば

す
る
ほ
ど
、
自
分
の
日
本
に
対

す
る
知
識
が
ま
だ
ま
だ
だ
と
い

う
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
日
々
を
有
効
に
活
用
し
て
、

ひ
と
つ
で
も
多
く
、
日
本
の
こ
と
を

知
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

半
年
前
に
開
講
し
た
中
国
語
教
室

も
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。
参
加
さ

れ
た
約
20
人
の
生
徒
さ
ん
は
一
生
懸

命
に
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

私
も
大
き
な
責
任
を
感
じ
な
が
ら
、

知
っ
て
い
る
限
り
の
こ
と
を
教
え
ま

し
た
。
伊
万
里
市
と
大
連
市
、
そ
し

て
日
中
両
国
の
友
好
を
更
に
深
め
る

た
め
、
た
と
え
小
さ
な
一
歩
で
も
貢

献
で
き
た
ら
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
が
、
生

徒
さ
ん
の
中
国
語
の
勉
強
に
何
ら
か

の
お
役
に
立
て
た
ら
、
非
常
に
嬉
し

く
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒
さ

ん
に
は
、
引
き
続
き
中
国
語
を
勉
強

し
、
も
っ
と
中
国
の
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

鄒  

旭
（
ス
ウ  

キ
ョ
ク
）

 

▽
１
９
７
３
年
湖
北
省
生
ま
れ 

35
歳

 

▽
大
連
高
新
技
術
産
業
園
区

　

内
資
招
商
局
（
通
称
・
大
連
ハ
イ
テ

ク
パ
ー
ク
）
勤
務

 

▽
妻
と
娘
（
10
歳
）の
３
人
家
族

　

現
在
、
単
身
赴
任
中
！

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

ス
ー　

リ
ポ
ー
ト 

⑤

さ
　ん

見学先の昭和金属伊万里㈱では、製造工程
などの詳しい説明を受けました

石本 洋子

相談日 午前10時
〜午後２時

午後２時
〜 6 時

月曜日 石 本 井 手

火曜日 山 口 土 井

水曜日 井 手 土 井

木曜日 坂 本 坂 本

金曜日 原 賀 原 賀

井手 孝通 土井 伸亜原賀 健坂本 康幸山口 文子

　家庭生活や学校生活を送るうえでの悩みや自分自身のことについて
の悩みなど、何でも不安に思っていることの相談に応じます。

●電話・面接相談の時間
　平日（月～金曜日）　午前 10 時～午後 6 時
※時間外も留守番電話をご利用ください
　休日（土・日曜、祝日）　予約面接相談可
※平日に相談できない人には、電話予約すれば休日も
　面接相談に応じます
●相談室の場所
　生涯学習センター内青少年センター（市民会館横）

２２－７
な や む な

８６７

私たち青少年センター相談員が、あなたの話に耳を傾けます

相談専用電話

ご相談ください！
　　青少年センター相談室へ

なまえはいわなくてもいいよ　ひみつはまもるよ
ともだちやかぞくのこと、がっこうのことなど、
なんでもはなしていいよ　　
いやなこと・くやしいこと・こまったことがあったら
でんわしてね

● 問合先　青少年センター（　☎㉓２６５８）

●
各
相
談
員
の
相
談
日
時

伊万里の企業を訪れて
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.183

　

伊
万
里
市
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
『
日
め
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
伊

万
里
っ
子
し
ぐ
さ
』
が
評
判
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
カ
レ
ン

ダ
ー
が
、
な
ぜ
多
く
の
人
々
の

心
を
捉
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ

こ
に
は
、
今
失
わ
れ
か
け
よ
う
と

し
て
い
る
人
間
と
し
て
の
大
切
な

基
本
的
な
こ
と
が
た
く
さ
ん
詰
め

込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

ヒ
ン
ト
に
さ
れ
た
の
は
、
江
戸

時
代
に
庶
民
の
間
で
代
々
受
け
継

が
れ
て
き
た
『
江
戸
し
ぐ
さ
』
と

い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
人
々
が
共

に
気
持
ち
よ
く
平
和
に

暮
ら
す
た
め
に
、
社
会

人
と
し
て
身
に
付
け
て

お
く
べ
き
大
切
な
心
得

と
も
い
え
ま
す
。
様
々

な
し
ぐ
さ
に
相
手
へ
の

思
い
や
り
の
心
が
満
ち
溢
れ
、
現

代
の
私
た
ち
も
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
一
人
ひ

と
り
の
人
権
を
大
切
に
す
る
心
く

ば
り
そ
の
も
の
で
す
。

　

人
間
は
『
心
の
鏡
』
と
い
う
も

の
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
時

は
、
無
邪
気
で
何
の
汚
れ
も
な
く

ピ
カ
ピ
カ
に
輝
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
自
分

の
言
動
に
よ
っ
て
は
曇
る
場
合
も

出
て
き
ま
す
。
自
分
の
『
心
の
鏡
』

が
よ
り
輝
き
を
増
す
た

め
に
は
、
自
分
自
身
の

心
の
持
ち
方
が
大
切
に

な
っ
て
き
ま
す
。

　
『
曇
り
の
な
い
心
の

鏡
』
を
め
ざ
し
て
自
分

の
言
動
や
行
動
を
振
り
返
る
心
の

ゆ
と
り
を
持
ち
、
み
ん
な
が
住
み

よ
い
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。

  

心 

の 

鏡

　

７
月
22
日
か
ら
27
日
ま
で
、
沖

縄
県
で
第
23
回
伊
万
里
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
伊
万
里
の
次
代
を
担
う

青
少
年
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た

め
に
、
小
中
学
生
を
対
象
に
毎
年

夏
休
み
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
年
は
32
名
が
参
加
し
、
エ
メ

ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
美
し
い
海
で

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
や
カ
ヌ
ー
な

ど
の
自
然
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
豊
見
城
市
子
ど

も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
交
流

を
行
い
、
沖
縄
の
伝
統
芸
能
で
あ

る
エ
イ
サ
ー
の
踊
り
方
な
ど
に
つ

い
て
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
翌
日

に
は
、
豊
崎
ビ
ー
チ
で
開
か
れ
た

『
子
ど
も
エ
イ
サ
ー
ま
つ
り
』
へ
参

加
し
、
み
ん
な
で
元
気
に
踊
り
ま

し
た
。

　

期
間
中
は
、
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊

で
あ
っ
た
語
べ
の
島
袋
さ
ん
か

ら
、
戦
争
当
時

の
貴
重
な
話
し

を
直
接
聞
く
こ

と
が
で
き
、
改

め
て
戦
争
の
悲

惨
さ
と
平
和
の

尊
さ
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
団

員
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
実

践
目
標
で
あ
る
『
や
る
き
、
が
ま

ん
、
お
も
い
や
り
』
の
心
を
育
み

ま
し
た
。

エイサーで広げた交流

サマーキャンプ

平和の大切さも実感しました

↑
沖
縄
で
貴
重
な
経
験
を
し
た
参
加

　

者
の
皆
さ
ん 自慢の踊りを元気に披露

※お知らせ　今月号の『郷土の文化財』はお休みさせていただきます。来月号からは通常どおりです

　

７
月
26
日
に
佐
賀
市
で
行
わ
れ

た
第
50
回
佐
賀
県
吹
奏
楽
大
会
大

会
で
、
伊
万
里
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
が
金
賞
を
受
賞
。
県
代
表

と
し
て
佐
賀
市
の
成
章
中
学
校
と

と
も
に
８
月
22
日
に
福
岡
市
で
開

か
れ
た
第
54
回
九
州
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
５
年

連
続
で
金
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
し

た
が
、
県
代
表
の
２
校
に
選
ば

れ
た
の
は
、
今
回
が
初
め
て
。
悲

願
で
あ
っ
た
伊
西
地
区
初
の
快
挙

を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

８
月
４
日
に
は
、
杉
原
豊
秋
校

長
を
は
じ
め
、
顧
問
の
木
村
信
人

教
諭
、
丸
田
沙
織
部
長
、
幸
松
佳

菜
子
副
部
長
、
山
口
紘
治
副
部
長

の
５
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、
喜
び

の
出
場
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

↑伊西地区初の九州大会出場を報告し、喜びの表情の伊中
　ブラスバンド部の皆さん

伊
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部 

九
州
大
会
出
場

伊
西
地
区
初
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↑当時の事件取材の様子を語るジャーナリストの江森陽弘さん

　８月４日を橋や川に感謝する『橋の日』と

市が制定し、伊万里川にかかる縁起の良い３

つの橋などを回る『縁起橋を巡る会』を開催。

観光ボランティアガイドの案内で、夫婦円満

にちなんだ『相生橋』を出発し、長寿を願う

『延命橋』、渡ると幸せになる『幸橋』と巡り

ました。この日、市内外から参加した55人

は約１㌔の行程を歩いた後、地元の食材をふ

んだんに使った『伊万里牛縁起御膳』を味わ

い、身も心も縁起がよい１日となりました。

　　　市が８月４日を『橋の日』に制定縁起がよいことづくめです

↓この日は縁起橋を巡る会のほか、橋の日制定式典や橋の総点検も行われました

みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

まちの話題

※お知らせ　今月号の『ほがらかページ』はお休みさせていただきます。来月号からは通常どおりです

記念セレモニー後、塚部市長（前列左から
２番目）とツアー参加者みんなで記念撮影

延命橋でガイドから説明を受ける参加者

相生橋に設置してある色絵磁
器の説明を熱心に聞く参加者

新登場！伊万里牛縁起御膳

　７月５日に青螺山で起きた男性の遭難事故に協力した市

内外の７人に、『山岳遭難者の救助功労者』として伊万里

警察署と市消防本部から感謝状が贈られました。市内在住

の福岡光正さん、小笠原千
ちあき

映さん、市消防団大川内分団代

表の川島伸夫分団長の３人は、「捜索は難航したが、各々の

経験などを生かし協力して救助活動ができた」と話しました。

↓感謝状を贈られた小笠原さん（左）、川島さん（中央）、福岡さん（右）

　　　伊万里市などの救助功労者に感謝状市 域を超えた連携で救助

7.22

　８月の同和問題啓発強調月間の取組みとして、市ではジ

ャーナリストの江森陽
よう

弘
こう

さんを講師に招き『これからは人

権習慣』と題した同和問題講演会を開催しました。江森さ

んは、元新聞記者の鋭い視点で『狭
さ

山
やま

事件』を例にあげ、

当時の事件の背景や内容分析を行い、差別や人権には方程

式がなく、正しい知識と理解が最も重要と熱く訴えました。

　　　ジャーナリストの江森陽弘さんが講演会方程式がないからこそ、理解が大切

8.19

みんなの広場

8.4
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西
にし

田
だ

 素
もと

枝
え

さん

★
お
仕
事
は　

㈱
奈
雅
井
に
勤
務

し
て
５
年
目
で
す
★
笑
顔
と
元

気
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
大
切
に

し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
頑
張
っ
て
い
ま
す

(^^)

★
好
き
な
食
べ
物
は　

夏
は
や
っ

ぱ
り
、
カ
レ
ー
で
す
ね
！

★
趣
味
は　

い
ま
、
パ
ン
作
り
に
凝

っ
て
い
ま
す
★
も
ち
ろ
ん
、
カ

レ
ー
パ
ン

(^^)
最
高
で
す
よ
っ
♥

★
休
日
は　

友
人
と
美
味
し
い
ス

イ
ー
ツ
を
探
す
ド
ラ
イ
ブ
に
出

か
け
て
い
ま
す
♬
（
好
物
は
、

フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ
な
ん
で
す
よ
）

★
好
き
な
男
性
の
タ
イ
プ
は

　

笑
顔
が
か
わ
い
く
て
、
自
分
の

考
え
を
し
っ
か
り
持
っ
た
彼
氏

が
で
き
る
と
い
い
な
ぁ
♥

★二里町川東

★おとめ座・Ａ型

(23 歳)

  

ご
存
知
で
す
か
？『
大
腸
癌
二
次
健
診
』

　

    

伊
万
里
市
立
市
民
病
院　

外
科　

山
本
孝
夫

　

健
康
診
断
の
結
果
、
便
潜
血
反

応
が
陽
性
で
、「
大
腸
の
精
密
検

査
を
受
け
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
便
潜
血
検
査

と
は
、
便
に
含
ま
れ

る
目
に
見
え
な
い
血
液
を
検
出
す

る
検
査
の
こ
と
で
す
。
こ
の
検
査

結
果
が
陽
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
消
化
管
（
胃
や
腸
な
ど
）
の

中
の
ど
こ
か
で
出
血
が
起
こ
っ
て

い
る
こ
と
を
意
味
し
、
最
近
の
検

査
で
は
、
ほ
ぼ
大
腸
か
ら
の
出
血

だ
け
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

大
腸
か
ら
の
出
血
を
起
こ
す
病

気
と
し
て
は
、
痔じ

な
ど
も
あ
り
ま

す
が
、
健
診
で
の
目
的
は
『
大
腸

癌
』
の
早
期
発
見
で
す
。
一
般
的

に
便
潜
血
が
陽
性
で
大
腸
癌
が
発

見
さ
れ
る
の
は
、
早
期
の
癌
も
含

め
て
、
約
３
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

３
％
と
い
う
数
字
に
驚
か
れ
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
が
内
視
鏡
で
切
除
で
き
る
早
期

の
癌
で
、
手
術
が
必
要
な
ほ
ど
進

行
し
て
い
る
癌
は
１
％
以
下
で
す

の
で
、
き
ち
ん
と
精
密
検
査
を
受

け
れ
ば
ほ
と
ん
ど
が
問
題
あ
り
ま

せ
ん
。

　

精
密
検
査
の
ひ
と
つ
と
し
て
あ

る
の
が
大
腸
内
視
鏡
検
査
。
内
視

鏡
装
置
で
直
接
、
大
腸
内
を
検
査

す
る
た
め
、
初
期
段
階
の
異
常
か

ら
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
に

加
え
、
手
術
を
し
な
く
て
も
内
視

鏡
で
切
除
可
能
な
比
較
的
小
さ
な

ポ
リ
ー
プ
は
、
検
査
時
に
切
除
が

で
き
る
な
ど
、
他
の
検
査
と
比
較

し
て
も
有
効
な
検
査
方
法
と
い
え

ま
す
。
た
だ
し
、
内
視
鏡
で
切
除

し
た
場
合
、
そ
の
後
の
出
血
な
ど

が
な
い
か
確
認
す
る
た
め
に
、
検

査
後
に
１
日
の
入
院
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

　

か
な
り
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症

状
が
無
く
、
重
症
化
す
る
事
が
多

い
大
腸
癌
で
す
が
、
早
期
発
見
す

れ
ば
治
り
や
す
い
癌
で
す
。
治
療

後
の
再
発
率
は
、
大
腸
の
粘
膜
内

の
癌
で
あ
れ
ば
、
内
視
鏡
で
完
全

に
切
除
す
れ
ば
再
発
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
、
そ
れ
よ
り
少
し
進
行

し
て
い
て
も
、
リ
ン
パ
節
に
転

移
し
て
い
な
い
大
腸
に

限
っ
た
癌
で
あ
れ
ば
、

再
発
率
は
約
13
％
。
リ

ン
パ
節
ま
で
転
移
し
て
い
た
と
し

て
も
、
他
の
臓
器
へ
転
移
が
無
い

癌
で
あ
れ
ば
、
再
発
率
約
30
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
、
結
果
も
そ
れ
だ
け

良
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
最

近
、
進
歩
が
著
し
い
抗
癌
剤
の
開

発
で
、
大
腸
癌
の
治
癒
成
績
は
さ

ら
に
向
上
し
て
い
ま
す
。
早
期
発

見
の
た
め
に
も
、
便
潜
血
検
査
で

陽
性
と
言
わ
れ
た
ら
、
最
寄
り
の

医
療
機
関
で
、
必
ず
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

大
腸
の
精
密
検
査
を
知
ろ
う健

康
診
断
を
受
け
て
早
期
発
見
・
治
療
が
大
事

 
ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

早
期
発
見
が
肝
心

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
大
腸

癌が
ん

。
今
回
は
、
大
腸
癌が

ん

の
二
次
健
診
に
つ
い
て
、
そ
の
検
査
方
法
や
内

容
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ぼ
く
は
お
外
で
遊
ぶ
の
が
大
好

き
♪
い
つ
も
近
く
の
川
で
オ
タ
マ

ジ
ャ
ク
シ
や
お
魚
を
と
っ
て
る
ん

だ
よ
♬
パ
パ
み
た
い
に
ト
ン
ボ
を

と
る
の
も
上
手
な
ん
だ
★
や
さ
し

い
マ
マ
の
次
に
好
き
な
も
の
は
ね
、

ル
パ
ン
３
世
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
♥

多
た く し ま

久島 一
い つ き

輝さん

　

何
に
で
も
一
生
懸
命
な
一
輝
く

ん
♥
弟
の
彬あ

き

ら良
く
ん
と
仲
良
く
、

ご
飯
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
た
く
ま

し
い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
♬

★輝
て る し

司・咲
さ き

季さんの長男

★東山代町長浜

(　  )４歳
１か月
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９月の市民スポーツ

９月の町民スポーツ

↑
チ
ー
ム
の
期
待
を
背
に
、
思
い
っ

　

つ
き
り
キ
ッ
ク
！

　

第
15
回
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
８
月
２
日
、
国
見
台
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
10
月
に
行
わ
れ
る

県
民
体
育
大
会
の
選
手
選
考
を
兼

ね
た
も
の
で
、
社
会
人
に
よ
る
６

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
好
ゲ
ー
ム
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優　勝　宿子ども会 （大川町）
準優勝　西円子ども会（大坪地区）
３　位　椿原・小黒川子ども会

（黒川町）
　　　　内野子ども会（波多津町）

第 17 回ミニバレーボール大会 第９回キックベースボール大会

優　勝　大里子ども会（二里町）
準優勝　楠久子ども会（山代町）
３　位　漁港・釘島子ども会

（牧島地区）
　　　　渚子ども会（立花地区）

　

８
月
１
日
、
第
44
回
市
子
ど
も

会
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
男
子
に
よ
る
キ

ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
が
国
見

台
球
技
場
で
、
女
子
に
よ
る
ミ
ニ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
同
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
、
各
町(

地
区
）
の

大
会
を
勝
ち
抜
い
た
市
内
13
子
ど

も
会
の
代
表
チ
ー
ム
が
出
場
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

  

宿  

子
ど
も
会
（
大
川
町
）

大
里 
子
ど
も
会
（
二
里
町
）

第
15
回
市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

４日（金）
●市長杯争奪市民ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
10 日（木）
●老人クラブ連合会ゲートボール大会
　午前８時 30 分開会　国見台球技場
12 日（土）
●市協会グラウンド・ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　国見台陸上競
　技場ほか
13 日（日）
●市連盟会長杯争奪ソフトテニス大会
　午前８時 30 分開会　国見台庭球場
21 日（月）
●伊万里正鵠会弓道選手権大会
　午前９時開会　国見台弓道場
27 日（日）
●市近郊卓球大会
　午前９時開会　国見台体育館

４日（金）〜18 日（金）
●黒川町ナイターソフトバレーボー
　ル大会
　午後７時開会　黒川小学校
６日（日）
●大坪地区球技大会
　午前８時開会　伊万里中学校ほか
●立花地区球技大会
　午前８時開会　立花小学校
●東山代町三世代交流グラウンド・
　ゴルフ大会
　午前８時 30 分開会　東山代運動広場
●第 50 回記念山代町民体育大会
　午前８時 30 開会　山代中学校
20 日（日）
●牧島大運動会
　午前８時 15 分開会　牧島小学校
23 日（水）
●大川町民相撲大会
　午前 10 時開会　淀姫神社
27 日（日）
●伊万里町民球技大会
　午前８時 40 分開会　啓成中学校
●伊万里町民スローピッチソフトボ
　ール大会
　午前９時開会　啓成中学校
●大川内町大運動会
　午前８時開会　大川内小学校
●南波多町民体育大会
　午前８時 30 分開会　南波多小学校
●大川町民運動会
　午前８時 30 分開会　大川運動広場
●松浦町公休日町民体育大会
　午前８時開会　松浦運動広場
10 月４日（日）
●夢みさきクロスカントリー大会
　午前８時50分開会 いまり夢みさき公園

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

第 44 回市子ども会連合会球技大会

優 勝
We are

Champion

優　

勝　

伊
万
里
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

名
村
造
船

↑
リ
ン
グ
下
で
は
、
選
手
同
士
の
プ
ラ

　

イ
ド
が
ぶ
つ
か
り
合
い
、
迫
力
満
点

ラジオ体操会

　

８
月
２
日
、
ラ
ジ
オ
体
操
会

が
国
見
台
陸
上
競
技
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
伊
万
里

市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
が
、

市
民
の
健
康
保
持
と
体
力
づ
く

り
を
目
的
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
約
200
人
が
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

↑
体
操
で
朝
か
ら
爽
快
！
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伊万里スポーツデイ
参加者募集

10 月４日（日）は
国見台に集ろう！

● 時　間　　午前９時 30 分〜午後０時 30 分

● 会　場　　国見台陸上競技場（雨天時は、同体育館）

● 参加資格　市内に居住する親子

　（３歳から小学２年生までの子どもと保護者）

● 内　容　　親子体操や遊び、サッカー、陸上競技、

　　　　　　バスケットボール

● 定　員　　100 人（定員になり次第、受付終了）

● 参加料　　無　料

● 申込期限　９月 14 日（月）まで

● 申込先　　各保育園・幼稚園、各町公民館、市体

　　　　　　育保健課

プ
ロ
に
学
べ　

サ
ガ
ン
鳥
栖
サ
ッ
カ
ー
教
室

あ
こ
が
れ
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て

伊
中
サ
ッ
カ
ー
部

九
州
大
会
に
出
場

↑九州中学校サッカー競技大会で健闘した伊中イレブン

　

サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
２
サ
ガ
ン
鳥
栖

の
選
手
や
コ
ー
チ
な
ど
に
よ
る
サ

ッ
カ
ー
教
室
が
、
８
月
16
日
に
国

見
台
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が

プ
ロ
選
手
と
身
近
に
触
れ
合
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
夢
や
目
標
を
持
っ

て
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の

で
、
昨
年
に
引
き
続
き
２
回
目
。

　

こ
の
日
は
、
松
本
育
夫
ゼ
ネ
ラ

ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
、
島し

ま

嵜さ
き

佑ゆ
う

選
手
な
ど
選
手
４
人
、
コ
ー

チ
６
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

↑キーパーの位置をよく見て、ナイスシュート！

↑Ｊリーガーと同じピッチ
　でのミニゲームは最高

　

７
月
29
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
開
か
れ
た

佐
賀
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
の
サ
ッ
カ
ー

競
技
で
、
伊
万
里
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
は
、

県
内
の
強
豪
を
相
手
に
順
調
に
勝
ち
進
み
、

決
勝
へ
進
出
し
ま
し
た
。
鳥
栖
市
陸
上
競
技

場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
惜
し
く
も
小

城
中
学
校
に
敗
れ
た
も
の
の
、
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
県
内
２
位
の
チ
ー
ム
と
し
て
、

福
岡
県
で
開
催
さ
れ
た
九
州
中
学
校
サ
ッ
カ

ー
競
技
大
会
に
出
場
。
８
月
６
日
に
行
わ
れ

た
試
合
で
は
、
沖
縄
県
の
名
護
中
学
校
と
対

戦
し
ま
し
た
が
、
健
闘
及
ば
ず
２
回
戦
進
出

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

集
ま
っ
た
約
120
人
の
子
ど
も
た

ち
は
、
松
本
さ
ん
か
ら
サ
ッ
カ
ー

に
対
す
る
心
構
え
に
つ
い
て
聞
い

た
後
、
あ
こ
が
れ
の
Ｊ
リ
ー
ガ
ー

か
ら
ド
リ
ブ
ル
や
パ
ス
、
シ
ュ
ー

ト
な
ど
の
基
本
を
教
わ
り
、
最
後

の
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
は
、
元
気
に
ボ

ー
ル
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

伊万里っ子・キッズスポーツ
フェスティバル50歳以上の『新体力テスト』

● 問合先　体育保健課（　☎㉓３１８７）

　文部科学省が毎年実施している『新体力テスト』

と同じ内容です。ぜひご参加いただき、今後の体

力づくりや健康増進の参考にしてみませんか。

　緑の芝の上での遊びやスポーツを通じて、運動

の楽しさや人との触れ合いを、ぜひ親子で感じて

みてください。

● 時　間　　午前８時 10 分〜９時 40 分

● 会　場　　国見台武道館

● 参加資格　市内に居住する 50 歳以上の人

● 定　員　　50 人（定員になり次第、受付終了）

● コース　　①成人コース（50 歳〜 64 歳）

　　　　　　②高齢者コース（65 歳以上）

※ 64 歳以下の人でも、高齢者コースを選択

　することができます

● 参加料　　無　料

● 申込期限　９月 14 日（月）まで

● 申込先　　各町公民館、市体育保健課
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お知らせコーナー

●

日　

時　

10
月
２
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
３
時

●

場　

所

　

市
役
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

●

相
談
内
容

　

遺
言
の
作
成
、
金
銭
・
土
地
建

　

物
の
賃
貸
借
、
老
後
の
財
産
管

　

理
（
任
意
後
見
）、
離
婚
に
伴
う

　

養
育
費
、
財
産
分
与
お
よ
び
年

　

金
分
割
請
求
な
ど
各
種
契
約
に

　

つ
い
て
の
相
談

●

問
合
先　

唐
津
市
公
証
人
役
場

　
（
☎
０
９
５
５  

７
２  

１
０
８
３
）

　

伊
万
里
市
立
小
中
学
校
の
児
童
・

生
徒
は
、
居
住
す
る
行
政
区
の
校

区
と
な
る
学
校
へ
就
学
す
る
の
が

原
則
で
す
が
、
例
外
と
し
て
、
特

別
な
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り
、

校
区
以
外
の
学
校
へ
の
就
学
を
許

可
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

校
区
以
外
の
学
校
へ
就
学
を
希

望
さ
れ
る
保
護
者
の
人
は
、
事
前

に
学
校
お
よ
び
学
校
教
育
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
過
去
に
許
可
し
た
事
例

・
通
学
距
離
が
遠
く
、
通
学
が
困
難

な
場
合

・
転
校
が
確
実
だ
が
、
引
っ
越
し
が

学
期
途
中
に
な
る
場
合

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

・
教
育
的
配
慮
が
必
要
な
場
合

●

問
合
先　

学
校
教
育
課

（　

☎
㉓
３
１
８
５
）

　

総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
見

ら
れ
な
い
世
帯
（
具
体
的
に
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
が

対
象
）
に
対
し
て
、
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
無
償
給
付
す
る
な
ど
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

●

支
援
の
開
始
予
定

　

平
成
21
年
秋
以
降
を
予
定

※
具
体
的
な
申
込
先
や
受
付
開
始

　

時
期
は
、
準
備
が
整
い
し
だ
い

　

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

●

支
援
の
申
し
込
み
条
件

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
受
診
契
約
を
結
び
、

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　９月９日（水）、16 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　市民図書館ホール
②お誕生会（要申込）
　９月生まれの乳幼児とその保護者
　日　時　９月 30 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

公
証
人
に
よ
る
遺
言

な
ど
の
各
種
無
料
相
談

地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー

ナ
ー
の
無
償
給
付

９月10日〜16日は

就
学
学
校
の
変
更
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

　平成 10 年以降、全国の自殺者は年間
３万人を上回り、県内でも毎年 200 人
以上の人が自殺で亡くなっています。誰
にでも、つらいことから逃げ出したくな
るときがあります。
　もし、あなたがとても苦しい思いをし
ているなら、一人で抱え込まずに信頼で
きる身近な人や専門家に悩みを相談し
て、あなたの思いを伝えてください。

 ● 電話相談窓口　
 ▷佐賀いのちの電話
 　　　（☎０９５２- ３４- ４３４３）
 　※年中無休 24 時間受付
 ▷佐賀こころの電話
 　　　（☎０９５２- ７３- ５５５６）
 　※月〜金曜日・午前９時〜午後４時

● 問合先　福祉課社会福祉係
（ 　☎㉓２１５６）

全
額
免
除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
な
る
べ
く
早
め
に

契
約
手
続
き
な
ど
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

支
援
の
方
法　

現
物
給
付

※
自
分
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー

　

や
ア
ン
テ
ナ
な
ど
の
費
用
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　

く
だ
さ
い

●

問
合
先

▽
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０  

０
７  

０
１
０
１
）

▽
Ｎ
Ｈ
Ｋ
視
聴
者
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
５
７
０  

０
７  

７
０
７
７
）

↑
地
デ
ジ
移
行
を
推
進
す
る
キ
ャ

　

ラ
ク
タ
ー
『
地
デ
ジ
カ
』

自殺予防週間です
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家
庭
内
の
も
め
ご
と
、
近
隣
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
女
性
や
子
ど
も
・

高
齢
者
へ
の
虐
待
、
差
別
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
無

料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●

日　

時　

９
月
24
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●

会　

場　

南
波
多
公
民
館

●

担　

当　

　

人
権
擁
護
委
員　

岩
永
孝
雄

●
問
合
先

　

佐
賀
地
方
法
務
局
伊
万
里
支
局

（
☎
㉓
２
４
９
２
）

●

日　

時　

10
月
２
日
（
金
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分　

開　

場

　
　
　

午
後
７
時　
　
　

開　

演

●

会　

場　

前
田
家
住
宅
（
税
務

　

署
前
）
※
駐
車
場
有
り

●

入
場
料　

１
０
０
０
円

●

内　

容　

歌
、
ピ
ア
ノ
、
グ
ラ

　

ン
ド
ハ
ー
プ

●

定　

員　

80
人

●

入
場
券　

大
坪
公
民
館
で
９
月

　

10
日
（
木
）
か
ら
販
売
し
ま
す

●

主
催
・
問
合
先　

大
坪
塾
（
大
坪

公
民
館
）（　

 

☎
㉓
９
８
９
８
）

　災害により国税の申告、申請、請求、納税などを
期限までにできないときは、所轄税務署長への申請
により、期限の延長や納税の猶予ができる場合があ
ります。詳しいことは、福岡国税ホームページをご
覧になるか、最寄りの税務署にお尋ねください。
　● 問合先　伊万里税務署（☎㉓３１４７）
　　　　　　福岡国税局ホームページ
　　　　　　（http：//www.nta.go.jp/fukuoka/）

豪雨で被害を受けた皆さんへ

FAX

●住民登録とは
　氏名、生年月日、性別、住所、

世帯主との続柄などが記録さ
れ、児童手当、児童扶養手当、
国民健康保険、国民年金など各
種行政サービスの基礎となって
います

●市で、行政サービスを確実に受
けられるようにするためは

　引っ越しなどにより住所を移し
た人は、速やかに住民登録の届
出を行ってください

　また、現住所で住民登録をして
いない人や登録が抹消されたま
まの人は、正しい住民登録が必
要となります

●配偶者などからの暴力の被害者
の人について

　申し出によって転居先や新たな
住所地でも住民基本台帳の閲覧
などを制限することができます
ので、ご相談ください

●問合先
　福祉課（☎㉓２１７４）
　市民課窓口係（☎㉓２１４３）

住民登録は正しく
行われていますか

無
料
特
設
人
権
相
談

ぼ
し
ゅ
う

伊
万
里
の
魅
力
発
見
！

お
宝
め
ぐ
り
ツ
ア
ー

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内
で

伊
万
里
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
し

ま
せ
ん
か
。

　

21
世
紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画

支
援
事
業
と
し
て
『
伊
万
里
の
お

宝
』
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
３
日
間

に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
昼
食
は
、

地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
食
材
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●

期　

日

① 

９
月
24
日
（
木
）　

　

 

山
と
海
辺
め
ぐ
り
コ
ー
ス

　

 

（
昼
食
・
夢
耕
房
た
き
の
）

② 

10
月
13
日
（
火
）

　

 

海
辺
め
ぐ
り
コ
ー
ス

　

 

（
昼
食
・
波
多
津
ふ
れ
あ
い
広
場
）

③ 

11
月
７
日
（
土
）

　
 

里
め
ぐ
り
コ
ー
ス

　
 

（
昼
食
・
る
ー
ら
る
）

●

参
加
費　

各
コ
ー
ス
２
０
０
０

　

円
（
昼
食
・
保
険
・
資
料
代
）

●

募
集
人
員　

各
コ
ー
ス

45
人

※
要
予
約

●

集
合
場
所　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

集
合
時
間　

午
前
９
時
30
分

　
（
帰
着
は
午
後
４
時
予
定
）

●

申
込
期
限　

９
月
11
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の

　

会(

陶
器
商
家
資
料
館
内
☎
㉒

　
７
９
３
４
）

大
庄
屋
前
田
家
住
宅

お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

各種行政サービスを受けるに
は、正しい住民登録が必要です

人権イメージキャラクター

『人ＫＥＮまもる君』

?
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毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

　

９
月
９
日
は
救
急
の
日
で
す
。

９
月
６
日
か
ら
９
月
12
日
ま
で

『
救
急
医
療
週
間
』
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
運
動
は
、
救
急
医
療
お

よ
び
救
急
業
務
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
的
に
学
校
や
公
共
施
設
を

は
じ
め
、
不
特
定
多
数
の
人
が
出

入
り
す
る
施
設
な
ど
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
内

で
も
、
市
民
の
人
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使

用
し
命
を
救
っ
た
事
例
も
数
件
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
目
の
前
で
、
家
族
や

居
合
わ
せ
た
人
が
急
に
倒
れ
た
ら

ど
う
し
ま
す
か
？
い
ざ
と
い
う
時

に
あ
わ
て
ず
、
適
切
な
応
急
手
当

が
で
き
る
よ
う
市
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て

く
だ
さ
い
。

●

開
催
日　

９
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

●

会　

場　

消
防
本
部

●

募
集
人
員　

30
名

●

申
込
・
問
合
先　

　

消
防
本
部
警
防
課
救
急
室

　
（　

☎
㉓
２
１
１
９
）

　

第
９
回
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

●

日　

時　

10
月
15
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
開
会

※
雨
天
時
は
10
月
16
日
（
金
）

●

会　

場　

国
見
台
運
動
公
園

●

参
加
資
格

　

10
月
１
日
現
在
で
60
歳
以
上
の

　

市
民

●

参
加
料　

１
人
500
円

●

申
込
期
限　

９
月
30
日
（
水
）

●

申
込
・
問
合
先　

▽
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
㉒
３
９
３
１
）

▽
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

（
☎
㉒
７
１
０
８
）

　
　

大　

人   　
　

１
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
０
０
円
）

　
　

高
校
生
以
下　

 　

８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
０
０
円
）

●
問
合
先
・
販
売

▽
伊
万
里
聴
覚
障
害
者
協
会

　
（　

㉒
２
３
０
１
）

▽
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
㉒
３
９
３
１
）

▽
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（　

☎
㉓
２
１
５
６
）

▽
市
民
セ
ン
タ
ー
（
☎
㉒
３
９
１
１
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切

さ
や
聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
理
解

促
進
を
目
的
に
、
伊
万
里
聴
覚
障

害
者
協
会
の
主
催
で
『
ゆ
ず
り
葉
』

が
上
映
さ
れ
ま
す
。

　

聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
手
段
で
あ
る
手
話
で
織

り
な
す
こ
こ
ろ
温
ま
る
ス
ト
ー
リ

ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

●

日　

時　

10
月
10
日
（
土
）

午
後
７
時　

上　

映

●

会　

場　

市
民
セ
ン
タ
ー

●

チ
ケ
ッ
ト

▽
前
売
り
券
（
当
日
券
）

FAX

普
通
救
命
講
習
会

受

講

生

募

集

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

『わがまちの職人さん』を募集！

　市が発注する契約金額が 50 万円未満の小規模な
工事や修繕、業務委託で、履行の確保が容易であ
ると認められるものを対象とした伊万里市小規模
契約希望者登録制度への登録希望者を募集します。

◆登録申請期間　
　９月７日（月）から随時受付
◆登録有効期間
　平成 21 年 10 月１日から２年間
◆申請できる人
○市内に主たる事業所を置く人
　（市内に本店がある人）

○成年被後見人・被保佐人・破産者でない人
○市税（国保税を含む）に滞納のない人
○競争入札参加資格審査申請書を提出してい
　ない人
○希望業種を履行するための必要な資格や許
　可などを有する人
◆提出書類
　ホームページまたは契約監理課備え付けの
　要領でご確認ください
◆登録後の注意
　審査後、登録名簿に登載しますが、指名や
　契約を約束するものではありません
◆申込・問合先
　契約監理課契約監理係（　☎㉓２１７６）

伊万里市小規模契約希望者登録制度 映
画
『
ゆ
ず
り
葉
』

の

上

映

開

始



お知らせコーナー

23 2009.9 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

家庭で
　できる！

今月の省エネと
地球温暖化防止対策

洗濯物はまとめて洗いましょう
　少量の洗濯物を毎日洗うよりも、洗濯機の容量に合わせて洗濯回
数を少なくした方が、省エネになります。
　例えば、洗濯・脱水容量６㌔の洗濯機に、４割（2.4 ㌔）と８割

（4.8 ㌔）の洗濯物を入れて使う場合を比較した場合、後者の方が
　年間で 電気 5.88 ｋＷｈ、水道 16.75 ㎥の省エネ
　約 3,950 円の節約、二酸化炭素 2.7 ｋg の削減となります

　９日・16 日（弁護士）

　３日・10 月１日（司法書士）

　17 日（公証人）

　１日・15 日

　※午前 10 時〜午後４時

　18 日※午前９時〜正午

法律相談
司法書士相談
暮らしの知恵相談
人権相談
消費生活相談
行政相談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･３�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月〜金

第  ３   �

●年金相談（予約制） 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時30分〜午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　９月１日（木）午後１時30分〜３時30分

●身障者相談 会場 : 市民ロビー

　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　毎週金曜日に年金相談を実施していますが、その中でも
『ねんきん定期便』および『ねんきん特別便』については、
社会保険労務士が相談にお答えすることになりました。

　通常の年金相談と同じように、必ず予約が必要です。
　◆ 予約受付電話番号
　　 0955-72-5161（唐津社会保険事務所）
　◆ 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

『ねんきん定期便および特別便』の相談について

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守

９月の市民相談９月の行事

　23 日（水）　午後３時開演
　交通安全市民大会

☆今森光彦・川端 誠　対談
　『写真家の眼・絵本作家の眼』
　12 日（土）午前 10 時 30 分〜正午
　写真家と絵本作家の二人の夢の対談が実現
します。どんなお話が飛び出すかお楽しみに。
☆子どもへの語りの文化を学ぶ集い
　26 日（土）午後０時 30 分〜４時 40 分
　・オープニングコンサート
　・櫻井美紀さん講演会
　・語りのワークショップ
　子どもに話を語るという活動を進め、世界
各地で活躍されている櫻井美紀さんの講演会
を開催します。語りの世界をお楽しみください。
★子ども上映会　
　９月６日（日）
　午後２時 30 分〜午後３時 20 分
　『アリババと 40 人の盗賊』（50 分）
★名画上映会　
　９月 10 日（木）、20 日（日）
　午後２時 30 分〜午後４時 45 分
　『おくりびと』（131 分）主演：本木雅弘
※会場はすべて図書館ホール。入場無料
★９月の休館日　24 日（館内整理日）
　７日、14 日、21 日、22 日、23 日、28 日

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

■ 参考 : 省エネルギーセンターのホームページ　http//www.eccj.or.jp/

一人で悩まず
ご相談ください

■問合先
環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）
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横
断
歩
道
で
、
車
に
停
ま
っ
て
も
ら
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
停
ま
っ
て
も
ら

う
の
が
当
た
り
前
。」「
停
ま
っ
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
。」
あ
な
た
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
お
じ
き
で
表
し

ま
し
ょ
う
。

伊
万
里
っ
子
し
ぐ
さ

横
断
歩
道　

停
ま
っ
て
く
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う

　

夏
の
甲
子
園
取
材
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
ル
プ
ス
席
を
埋
め
つ
く
す
応
援
団
か
ら
の

大
声
援
、
憧
れ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
全
力
プ
レ

ー
す
る
伊
農
林
球
児
た
ち
。
甲
子
園
と
い
う

大
舞
台
で
、
選
手
と
応
援
席
が
一
丸
と
な
り

戦
う
姿
が
、
カ
メ
ラ
の
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し

に
き
ら
り
と
光
り
、
眩
し
い
ほ
ど
輝
い
て
見

え
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
、
ぜ
ひ
今
年
の

夏
の
『
輝
き
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
英
）

解　

説

今
月
の

夜
空
を
照
ら
す

３
千
発
の
大
輪

市
民
納
涼
花
火
大
会

↓『どっちゃんダンシングー』では、よさこいやフラダ
　　ンスなど８団体約 230 人が踊りの競演（下段）

伊
万
里
の

　
　
　
　

に
ぎ
わ
い
最
高
潮

夏
2009

↑
大
盛
り
上
が
り
の
餅
投
げ

↑
伊
中
・
啓
中
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
♪

↓
力
強
い
伊
万
里
太
鼓

↑
興
奮
の
俵
運
び
レ
ー
ス

↓
370
人
が
参
加
し
た
総
踊
り

↓
あ
で
や
か
な
浴
衣
姿

　

伊
万
里
の
夏
を
彩
る
二
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
『
ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り
』
が
８
月

２
日
に
、『
市
民
納
涼
花
火
大
会
』
が
８

日
に
開
催
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
市
内
外
か

ら
大
勢
の
見
物
客
が
訪
れ
『
伊
万
里
の

夏
』
を
楽
し
み
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま

し
た
。

↑熱唱する力武杏
あん

奈
な

さん

ど
っ
ち
ゃ
ん
祭
り

勇
壮
可
憐
な

　
　
　

女
み
こ
し




